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ゲスト： 
五⼗嵐弘志（NPO 法⼈マザーハウス理事⻑） 

前科３犯、受刑歴のべ約２０年。獄中で主イエス・キリストと出会い、回⼼する。「神の愛の宣教者会」の修道⼥と
の交流にきっかけに、マザー・テレサを信仰の⺟とする。出所後、真の愛と赦しを実践するため、「⺠間⾮営利団体
マザーハウス」を設⽴。以後、受刑者や出所者のケアとともに、イエス・キリストの愛を伝えている。2014 年 5 ⽉
に、マザーハウスを NPO 法⼈として正式に⽴ち上げ、現在、全国の受刑者約 800 名と⽂通（ラブレタープロジェ
クト）、出所者 50 名以上をサポート中。 

 
富塚絵美（アーティスト、アートディレクター） 

アートディレクター。1985 年神奈川県⽣まれ。通称ちょり。2009 年より台東区の⾕中に⽂化創造拠点を創造する
アートプロジェクト《ぐるぐるヤ→ミ→プロジェクト》を開始。2013 年にホームパーティー形式パフォーマンス
《どーぞじんのいえ》、2015 年にピクニック形式パフォーマンス《威⾵ DoDo》を発表。2015 年より TURN に継
続的に参加している。2019 年より盲ろう者通訳・介助員。2020 年より東京藝術⼤学キャリア⽀援室特任助教、京
都市京セラ美術館事業企画推進室ラーニング・キュレーター。 

 
⼤⻄健太郎（パフォーマー） 

ダンサー。1985 年⽣まれ。東京藝術⼤学⼤学院先端芸術表現科修了後、東京・⾕中界隈を活動拠点とし、まちなか
でのダンス・パフォーマンスシリーズ「⾵」を開始する。その場所・ひと・習慣の魅⼒と出会い「こころがおど
る」ことを求めつづけるパフォーマー。 
2011 年に東京都、公益財団法⼈東京都歴史⽂化財団 アーツカウンシル東京と⼀般社団法⼈⾕中のおかっての共催
によるこども創作教室「ぐるぐるミックス」の⽴ち上げより、ファシリテーター、統括ディレクターを務める。
2014 年より「⾵と遊びの研究所」を開設。板橋区⽴⼩茂根福祉園にて他者との共同創作によってつくり出す参加型
パフォーマンス「『お』ダンス プロジェクト」を展開。2018 年南⽶エクアドルにて「TURN-LA TOLA」の参加ア
ーティストとして、地域住⺠と共同パフォーマンス「El Azabiro de La Tola」の公演をおこなう。 
 

刑務所にあるものを使って、その暮らしをほんの少しでも非日常なものに、刑務所の
なかでできる表現の方法を、アーティストと元受刑者当事者とが話し合いながら考え
ます。みなさんも塀の向こうの暮らしを想像しながら、一緒に考えませんか？ 
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受刑者の生活（『日本の刑事施設』より） 

 
 
運動の時間 
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所持できるもの 
「被収容者に係る物品の貸与、支給及び自弁に関する訓令」 
（平成 19年法務省矯成訓第 3339 号大臣訓令）より https://www.moj.go.jp/content/001174858.pdf  
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◯印：使⽤を許可するもの 
◎印：特に必要があると認められる場合に限り使⽤を許可するもの 
△：⼥⼦受刑者に限り使⽤を許可するもの 
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◯印：使⽤を許可するもの 
◎印：特に必要があると認められる場合に限り使⽤を許可するもの 
△：⼥⼦受刑者に限り使⽤を許可するもの 
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◯印：使⽤を許可するもの 
◎印：特に必要があると認められる場合に限り使⽤を許可するもの 
△：⼥⼦受刑者に限り使⽤を許可するもの 
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◯印：使⽤を許可するもの 
◎印：特に必要があると認められる場合に限り使⽤を許可するもの 
△：⼥⼦受刑者に限り使⽤を許可するもの 

 
別表 7 に関する留意事項 
１ 必要な数量の範囲内で許す。（規則第１５条第１項） 
２ 刑事施設の規律及び秩序の維持その他管理運営上⽀障を⽣ずるおそれがある場合は許さない。（規則第１

５条第６項） 
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３ 第１種⼜は第２種の制限区分に指定されている者について、⾃発性や⾃律性を涵養するために使⽤を許す
ことが有益であると認められる場合その他特に必要があると認められる場合に限り、使⽤を許すことが相
当である。 

４ 受刑者からの申出内容及び当該物品の⽤途に鑑み、使⽤が必要と認められる事情があり、かつ、処遇上有
益であると認められる場合その他特に必要があると認められる場合に限り、使⽤を許すことが相当であ
る。 

５ 上記４の条件に加え、当該受刑者が当該物品を現に使⽤する通信教育を受けていたり、当該物品を現に使
⽤するクラブ活動に参加していたりするなど、当該物品の使⽤を必要とする事情が現に存在する場合に限
り、使⽤を許すことが相当である。 

６ 訴訟書類等の整理のため必要と認められる場合その他特に必要があると認められる場合に限り、使⽤を許
すことが相当である。 

７ 受刑者の宗教上の必要性があると認められる場合に限り、使⽤を許すことが相当である。 
８ 刑事施設の所在地の気候、受刑者の⾝体的状況、保健衛⽣の状況その他の事情に照らし特に必要があると

認められる場合に限り、使⽤を許すことが相当である。 

参考事項 
その他受刑者に使⽤を許す物品で⾃弁のものの使⽤を原則とするもの 
１ 眼鏡その他の補正器具（法第４２条第１項第１号） 
２ ⾃⼰契約作業を⾏うのに必要な物品（法第４２条第１項第２号） 
３ 信書を発するのに必要な封筒その他の物品（法第４２条第１項第３号） 
４ 印紙（法第４２条第１項第５号、規則第１７条第１号） 
５ 印鑑（法第４２条第１項第５号、規則第１７条第１号） 
６ かつら（法第４２条第１項第５号、規則第１７条第２号） 

いずれも、刑事施設の規律及び秩序の維持その他管理運営上⽀障を⽣ずるおそれがある場合は許さない。
（法第４２条第１項） 
７ 指名医の診療に係る⾃弁の医薬品等 

 
※優遇区分と優遇措置 
法務省矯成第３３４７号「受刑者の優遇措置に関する訓令の運用について（依命通達）」より 

区分 評価点数 優遇措置 
第１類 評価基準の合計点が 12 点以上の者 

（初犯受刑者） 
ユー１＝室内装飾、物品の貸与、１⽉１回以上の嗜好品の⽀
給（500 円以内）、寝⾐、サンダル、娯楽活動に⽤いる物品、
⾷料品、飲料の⾃弁による摂取許可（1000 円以内）、⾯会
時間の通常の 2 倍の許可、⾯会回数を１⽉につき 7 回以上、
信書の通数を 1 ⽉につき 10 通以上、等の緩和措置 

第 2 類 評価基準の合計点が６点から 11 点
までの者（刑期５年以上、平均 3〜
4 年の刑務所） 

ユー２＝室内装飾、サンダルの⾃弁、嗜好品の 1 ⽉ 2 回以上
の⾃弁による摂取、⾯会の回数を 1 ⽉ 5 回以上、信書を 1 ⽉
に 7 通以上等。 

第 3 類 評価基準の合計点が 0 点から 5 点ま
での者（⼊所から次の 4 ⽉ 1 ⽇〜9
⽉ 30 ⽇、または 10 ⽉ 1 ⽇〜3 ⽉ 31
⽇までの 6 ヶ⽉の間に規律違反の無
い者は第 3 類となる。 

ユー３＝室内装飾、サンダルの⾃弁による使⽤許可、嗜好品
の 1 ⽉ 1 回以上の⾃弁による摂取（500 円程度）、集会への
参加、⾯会の回数を 1 ⽉ 2 回以上、信書を 1 ⽉に 5 通以上、
報奨⾦の割合２割増。 

第 4 類 評価基準の合計点が 14 点から 11 点
までの者 

ユー４＝⾯会は⽉ 2 回、信書の通数を 1 ⽉につき 5 通以上、
報奨⾦の割合 1 割増 

第 5 類 評価基準の合計点が 15 点以下の者 ユー5＝⾯会は⽉に 2 回、信書 4 通、報奨⾦の割合 1 割増 
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次回告知 
 

オンライン開催：文通講座「刑務所における手紙とは」 
 
日時：2022 年 8月 20 日（土）13 時～15 時 
オンライン開催 参加無料、要事前申込 
申込宛先：prisonart.jp@gmail.com まで 
 

 
NHK 放送⼈⽣レシピ 受刑者との⼼の⽂通 

https://youtu.be/SX_iUkIWUes  
 
NPO 法⼈マザーハウスでは、現在、約 800 名の受刑者と約 400 名の⽂通ボランティアが交流をしてい
ます。受刑者とコミュニケーションをとる主な⽅法は「⼿紙」です。刑務所アート展においても、⼿紙
を通して作品に対するコメントや選評、反応などを応募者（受刑者）に返答することを考えています。 
そこで、⽂通ボランティアの経験のあるスタッフがその経験を共有することを通して、刑務所における
「⼿紙」という存在、⽂通というコミュニケーションの⾯⽩さについて改めて考えてみたいと思いま
す。⽂通の経験がない⽅でも、どなたでもご参加いただけます。 
 


